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(57)【要約】
【課題】  印面の接触量を的確容易に規制して印字濃度
を簡単に微調整でき、しかも、調整部材の緩みや損傷を
防止できるようにした多孔性印材を用いた印判を提供す
る。
【解決手段】  多孔性印材を収納した印材ホルダ５を外
套枠３の内側に昇降動自在に装着して前記印材ホルダ５
の上部には把持部材６を嵌着してある印字体ユニット１
をその印字面が弾発ばね２によって常時は外套枠３の脚
端よりやや上方に位置されるように装着するとともに、
外套枠３に対する印字体ユニット１の印字面を捺印条件
に応じた位置に微調整する捺印圧調整機構７を組み込ん
だ印判であって、捺印圧調整機構７が、印材ホルダ５の
中央頂部に立設したねじ棒８と、このねじ棒８に螺合さ
れてその正逆回動により外套枠３に対する印字体ユニッ
ト１の高低位置を調整する調整ノブ１０とを少なくとも
備えたもので、さらに、この調整ノブ１０の回動を阻止
する緩み止め機構を内部に設けた。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
下端の印材収納部に多孔性印材を収納した印材ホルダ５を外套枠３の内側に昇降動自在に
装着するとともにこの印材ホルダ５の上部に把持部材６を嵌着してある印字体ユニット１
を前記した多孔性印材の印字面が弾発ばね２によって常時は外套枠３の脚端よりやや上方
に位置されるように装着するとともに、前記した外套枠３に対する印字体ユニット１の印
字面を捺印条件に応じた位置に微調整する捺印圧調整機構７を組み込んだ印判であって、
前記した捺印圧調整機構７が、印材ホルダ５の中央頂部に立設したねじ棒８と、このねじ
棒８に螺合されてその正逆回動により外套枠３に対する印字体ユニット１の高低位置を調
整する調整ノブ１０とを少なくとも備えたものであり、さらに、この調整ノブ１０の回動
を阻止する緩み止め機構が内部に設けられていることを特徴とする印判。
【請求項２】
調整ノブ１０の回動を阻止する緩み止め機構が、調整ノブ１０の外周面に形成してあるロ
ーレット１０ａと、把持部材６の内面に形成されて前記したローレット１０ａと係合する
係止片６ｂとよりなるものである請求項１に記載の印判。
【請求項３】
弾発ばね２により常時は上向きに弾発されるスライド部材９がその脚部を外套枠３の上部
内面に添わせて上下摺動可能に組み込まれており、調整ノブ１０の回動を阻止する緩み止
め機構が、このスライド部材９の天板部上面に配設した複数の円弧状凹部１０ｂと、前記
した調整ノブ１０の下面に設けられた係合用凸部９ａとよりなり、調整ノブ１０の回動に
より前記した係合用凸部９ａが複数の円弧状凹部１０ｂのいずれかに係合してこれにより
調整ノブ１０の回動操作が節度を付与しながら一定角度宛間欠的に行なわれて外套枠３に
対する印字体ユニット１の高低位置が所定量宛段階的に調整されるようにした請求項１に
記載の印判。
【請求項４】
  調整ノブ１０の下端縁にストッパ１２を設ける一方、スライド部材９の天板部上面に前
記した調整ノブ１０のストッパ１２と係合して調整ノブ１０の最大回動量を規制する係止
部１３ｂを備えたロックリング１３を取付けてある請求項３に記載の印判。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
  本発明は、被捺印面に対する印面の接触量を的確容易に規制して印字濃度を簡単に微調
整でき、しかも、調整部材の緩みや損傷によって印面の接触量規制が解除されることを防
止できるようにした多孔性印材を用いた印判に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
  多孔性印材を用いた印判は連続捺印が可能なため広く普及しているが、捺印圧の強弱に
よってインキが紙面に過剰に付着して印影が潰れたり、インキの付着量が不足して印影が
かすれたりして印字不良を生じるという問題があるため、捺印圧を一定にするための捺印
圧調整機構を組み込んだ印判が提案されている。（例えば、特許文献１、２、３、４参照
）。
【０００３】
  しかしながら、従来のものはいずれも調整機構をロックする機構がないため、長期間使
用しているうちに捺印圧調整機構が調整部材の緩みや損傷によって有効に作用されなくな
って調整量が変わってしまい、適正な捺印ができなくなるという問題がある。しかも、ス
ライド量の微調整が難しいので光沢紙のように僅かなスライド量で適正な捺印領域からず
れるものには対応できないという問題もあった。
【０００４】
【特許文献１】実平４－５３３５号公報
【特許文献２】実平４－１４２１８号公報
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【特許文献３】特開平６－８６０７号公報
【特許文献４】特開２００７－１５２７４８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
  本発明は前記のような問題を解決して、被捺印面に対する印面の接触量を的確容易に規
制して印字濃度を簡単に微調整でき、しかも、調整部材の緩みや損傷を防止できるように
した印判を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
  前記のような課題を解決した本発明の印判は、下端の印材収納部に多孔性印材を収納し
た印材ホルダを外套枠の内側に昇降動自在に装着するとともにこの印材ホルダの上部に把
持部材を嵌着してある印字体ユニットを前記した多孔性印材の印字面が弾発ばねによって
常時は外套枠の脚端よりやや上方に位置されるように装着するとともに、前記した外套枠
３に対する印字体ユニットの印字面を捺印条件に応じた位置に微調整する捺印圧調整機構
を組み込んだ印判であって、前記した捺印圧調整機構が、印材ホルダの中央頂部に立設し
たねじ棒と、このねじ棒に螺合されてその正逆回動により外套枠に対する印字体ユニット
の高低位置を調整する調整ノブとを少なくとも備えたものであり、さらに、この調整ノブ
の回動を阻止する緩み止め機構を印判内部に設けてあることを特徴とする。
【０００７】
　なお、調整ノブの回動を阻止する緩み止め機構としては、調整ノブの外周面に形成して
あるローレットと、把持部材の内面に形成されて前記したローレットと係合する係止片と
よりなるものであってもよいが、弾発ばねにより常時は上向きに弾発されるスライド部材
をその脚部が外套枠の上部内面に添って上下摺動可能に組み込んでおき、このスライド部
材の天板部上面に複数の円弧状凹部を配設しておく一方、前記した調整ノブの下面に前記
した円弧状凹部と係合する係合用凸部とを設けておき、調整ノブの回動により前記した係
合用凸部が複数の円弧状凹部のいずれかに係合してこれにより調整ノブの回動操作が節度
を付与しながら一定角度宛間欠的に行なわれて外套枠に対する印字体ユニットの高低位置
が所定量宛段階的に調整されるようにしておけば、外套枠に対する印字体ユニットの印字
面を捺印条件に応じた位置に的確に微調整できるので特に好ましい。
【発明の効果】
【０００８】
  本発明の印判は、下端の印材収納部に多孔性印材を収納した印材ホルダを外套枠の内側
に昇降動自在に装着するとともにこの印材ホルダの上部に把持部材を嵌着してある印字体
ユニットを前記した多孔性印材の印字面が弾発ばねによって常時は外套枠の脚端よりやや
上方に位置されるように装着するとともに、前記した外套枠に対する印字体ユニットの捺
印圧調整機構を組み込んだものであるから、常時は外套枠の内側に昇降動自在に装着した
印字体ユニットの印字面が弾発ばねによって外套枠の脚端よりやや上方に位置されていて
印字面により他物を汚すおそれがなく、捺印時には弾発ばねの弾発力に抗して印字体ユニ
ットを押し下げるだげで捺印できることは従来のこの種の印判と同様であるが、本発明で
は、前記した捺印圧調整機構が、印材ホルダの中央頂部に立設したねじ棒と、このねじ棒
に螺合されてその正逆回動により外套枠に対する印字体ユニットの高低位置を調整する調
整ノブとを少なくとも備えたものであって、さらに、この調整ノブの回動を阻止する緩み
止め機構が内部に設けられているものであるから、印字面を捺印条件に応じた位置に微調
整する操作が簡単なうえに、微調整後には調整ノブの回動が皆無となって、長期間使用し
ているうちに調整ノブの緩みや損傷によって調整量が変わってしまい、適正な捺印ができ
なくなることがない。
【０００９】
　特に、調整ノブの回動を阻止する緩み止め機構として弾発ばねにより常時は上向きに弾
発されるスライド部材をその脚部が外套枠の上部内面に添って上下摺動可能に組み込んで
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おき、このスライド部材の天板部上面に複数の円弧状凹部を配設しておく一方、前記した
調整ノブの下面に前記した円弧状凹部と係合する係合用凸部とを設けておき、調整ノブの
回動により前記した係合用凸部が複数の円弧状凹部のいずれかに係合してこれにより調整
ノブの回動操作が節度を付与しながら一定角度宛間欠的に行なわれて外套枠に対する印字
体ユニットの高低位置が所定量宛段階的に調整されるようにしておけば、印字濃度を調整
したいときに被捺印面に対する印面の接触量を規制すべく、把持部材を外したうえねじ棒
に螺合されている調整ノブを１ノッチ宛回動させれば、外套枠に対する印字体ユニットの
高低位置を調整して印面位置を捺印条件に応じた位置に微調整することができ、この間、
調整ノブの回動角度を１ノッチ毎に得られる節度に基づいて正確に知ることができるので
、1 ノッチ毎の回動角度に基づいて捺印位置を微調整できることとなり、光沢紙のように
適正な捺印位置の範囲が狭くても適正な捺印位置を高精度に設定できるものとなる。外套
枠に対する印字体ユニットの印字面を捺印条件に応じた位置に的確に微調整できることと
なり、また、調整ノブの外周面にローレットを形成する一方、把持部材の内面に前記した
ローレットと係合して調整ノブを回り止めする係止片を形成しておくことにより、調整ノ
ブは把持部材を外さない限りずれることがないので、適正な捺印位置を長期間維持するこ
とができるものとなる。
【００１０】
  さらに、調整ノブの下端縁にストッパを設ける一方、スライド部材の天板部上面に前記
した調整ノブのストッパと係合して調整ノブの最大回動量を規制する係止部を備えたロッ
クリングを取付けておけば、捺印濃度の調整範囲（最大濃度から最小濃度）を規制して最
適化することができるうえに調整ノブの過剰な回動を防止できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
  次に、本発明の好ましい実施の形態を図に基づいて詳細に説明する。
  図１において、１は弾発ばね２を介して外套枠３に昇降動自在に支持される印字体ユニ
ットであり、該印字体ユニット１は印字体４ａとインキ吸蔵体４ｂとを組み込んだ印材カ
セット４をスライドおよび脱着自在に装着した印材ホルダ５と把持部材６とからなり、７
は捺印位置を調整する捺印圧調整機構である。
【００１２】
  前記した外套枠３は、図４に示されるように、下部前後に脚板３ａを対向させて垂設し
て脚板３ａ間に印材ホルダ５の下部を収納する空間を形成するとともに、上部中央にスラ
イド部材９をスライドガイドする凹部３ｂを形成し、また、上部両側には印材ホルダ５の
角軸部５ａ、５ａを嵌挿させる筒孔３ｃ、３ｃを形成しており、３ｄは印材ホルダ５の後
ねじ棒８を立設するためのブロック部を嵌挿させる透孔であり、３ｅはスライド部材９の
縦隆条９ｃに係合されるガイド用の縦溝である。
【００１３】
  また、印材カセット４は、図１、２  に示されるように、受金４ｄにより印字体４ａと
インキ吸蔵体４ｂとを支持したものであり、この印材カセット４の前後面には印材ホルダ
５の前後内面に形成された横凸条５ｂ、５ｂと係合する横凹溝４ｃ、４ｃが形成されてお
り、印材カセット４は横スライドさせることにより印材ホルダ５から簡単に着脱できるも
のとなっている。
【００１４】
  さらに、捺印圧調整機構７は、印材ホルダ５の中央頂部に立設したねじ棒８と、このね
じ棒８に螺合されてその正逆回動により外套枠３に対する印字体ユニット１の高低位置を
調整する調整ノブ１０とを少なくとも備えたものに調整ノブ１０の回動を阻止する緩み止
め機構を組み込んであればよいが、図１および図２ａに示す実施態様において、緩み止め
機構は、調整ノブ１０の外周面に形成してあるローレット１０ａと、把持部材６の内面に
形成されて前記したローレット１０ａと係合する係止片６ｂとよりなるものとし、また、
図２ａに示す他の実施態様においては、弾発ばね２により常時は上向きに弾発されるスラ
イド部材９がその脚部を外套枠３の上部内面に添わせて上下摺動可能に組み込まれており
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、調整ノブ１０の回動を阻止する緩み止め機構が、このスライド部材９の天板部上面に配
設した複数のノッチ　と、前記した調整ノブ１０の下面に設けられた係合用凸部９ａとよ
りなり、調整ノブ１０の回動により前記した係合用凸部９ａが複数のノッチのいずれかに
係合してこれにより調整ノブ１０の回動操作が節度を付与しながら一定角度宛間欠的に行
なわれて外套枠３に対する印字体ユニット１の高低位置が所定量宛段階的に調整されるよ
うにしたものとしてある。
【００１５】
  一方、前記した把持部材６は、上端に表示ラベルを拡大表示するレンズ部６ａを嵌着し
た角箱蓋形状のもので、把持部６の天井部中央の前後面には、図２に示されるように、調
整ノブ１０の回動を阻止する緩み止め機構としての係止片６ｂ、６ｂが垂設されており、
該係止片６ｂは把持部６を印字体ユニット１に嵌着することにより調整ノブ１０のローレ
ット１０ａに係合されて、調整ノブ１０が不用意に回動することを防止している。
【００１６】
  ６ｃ、６ｃは図１に示されるように把持部６の天井部両側から垂設される押圧片であり
、該押圧片６ｃは印材ホルダ５の角軸部５ａに捺印圧を加えるものである。６ｄ、６ｄは
印材ホルダ５を把持部材６に係止させる保持板であり、該保持板６ｄには印材ホルダ５の
角軸部５ａに形成される横隆条５ｃと係合する横溝６ｅが形成されていて、この横溝６ｅ
と横隆条５ｃとの係合により把持部材６は印材ホルダ５と一体化される。
【００１７】
  また、第１の実施態様に用いたスライド部材９は、図５、６に示されるように、調整ノ
ブ１０の回動を阻止する緩み止め機構としても働くように、上面に７２°の角度で配設さ
れるノッチに対応した大きさの４つの半球状の係合用凸部９ａと、この半球状の係合用凸
部９ａより大きな直径で３６°間隔で透孔９ｂが透設されている。このように半球状の係
合用凸部９ａとすることにより調整ノブ１０の円弧状凹部１０ｂとの係脱が円滑に節度を
もって行なわれる。また、半球状の係合用凸部９ａは４つ設けられているが少なくとも一
つあればよく、複数個設ける場合は３６°毎の角度で設けることはいうまでもない。９ｃ
は図５に示されるように、スライド部材９の両側外壁面に形成されるテーパ状の縦突条で
あり、該縦突条９ｃは図４に示されるように、外套枠３の凹部３ｂの側壁内面に形成され
たテーパ状の縦溝３ｅと係合されることにより、スライド部材９を凹部３ｂに嵌めこむ際
の作業が円滑に行なわれるようにしている。９ｄは外套枠３の凹部３ｂの上端縁と当接す
るようにスライド部材９の天板部周縁に形成されたフランジであり、図１、２に示される
ように、該フランジ９ｄと凹部３ｂの上端縁間の間隔を調整することにより、捺印面の出
没量を変えることができるようになっている。
【００１８】
  また、前記した調整ノブ１０のローレット１０ａは外周面にＶ字状凹部を１８°間隔に
配設したもので、該Ｖ字状凹部は把持部６の前後面に対して直交するように配置され、把
持部６の係止片６ｂと係合できるようになっている。さらに、調整ノブ１０の座面には節
度付与機構１１の角度割出ノッチとしての１０個の円弧状凹部１０ｂが３６°間隔に形成
され、スライド部材９の上面に形成された節度付与機構１１としての円弧状凸起９ａと弾
発ばね２の弾発力により係脱されるようになっている。このため調整ノブ１０の回動操作
は３６°毎節度をもって行なわれる。また、調整ノブ１０の雌ねじ１０ｃは０．５ｍｍピ
ッチとしているため、調整ノブ１０を３６°回動させるとフランジ９ｄと凹部３ｂの上端
縁との間隔は０．０５ｍｍ間隔で狭くなったり、拡がったりする。この調整は８段階で行
なわれるため、最大０．４ｍｍ捺印面を出没させることができる。なお、雌ねじ１０ｃの
ピッチは０．５ｍｍピッチに限定されるものではなく、紙の種類はインキの種類に応じて
細かいピッチとしたり荒いピッチとしたりすればよいことはいうまでもない。
【００１９】
  また、捺印位置の調整８を段階状とするのは、調整ノブ１０のストッパ１２が１８°の
開き角度で形成され、後記するロックリング１３の係止部１３ｂが５０．６°の開き角度
で形成されるため、３６０°のうち約７０°の角度は不使用領域となるからである。１０
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ｄはストッパ位置に形成されて捺印が濃くなるほうに回動されたのか薄くなるほうに回動
されたかを視認するための凸状の矢印表示である。
【００２０】
  前記調整ノブ１０の座面周縁部に形成されるストッパ１２は後記ロックリング１３の係
止部１３ｂと係止されて調整ノブ１０の回動範囲が３６０°以内となるようにするもので
ある。前記したロックリング１３には爪付の係止脚１３ａを対向垂設するとともに、前記
した調整ノブ１０に形成されるストッパ１２と当接する係止部１３ｂを内周面に形成して
いる。係止脚１３ａは前記スライド部材９の３６°間隔で透設された任意の透孔９ｂに嵌
合することにより、ロックリング１３の取り付け位置を変えることができるようにして、
捺印濃度の調整範囲（最大濃度から最小濃度）を最適化することができるようになってい
る。
【００２１】
  前記した弾発ばね２は、上端をスライド部材９の天井面に当接させるとともに下端を外
套枠３の凹部３ｂの内底面に当接させている。１４は印材カセット４に係合される印面キ
ャップであり、該印面キャップ１４は印材カセット４の下端縁を受ける係止段部１４ｂが
両側に形成されて、印字体４ａが印面キャップ１４の内面に接触しないようにしている。
  
【００２２】
  このように構成されたものは、印字体ユニット１が、下端に多孔性印材が収納されると
ともに中央頂部にねじ棒８が立設された印材ホルダ５と、天板部に形成された中心孔を前
記したねじ棒８に遊挿させた状態で前記した外套枠３の内部に形成されたスライドガイド
用の凹部３ｂに嵌入されて弾発ばね２により常時は前記した天板部の周縁のフランジ９ｄ
と外套枠３の内部に形成されるストッパ部との間に所要の隙間が形成されるように上向き
に弾発されているスライド部材９と、このスライド部材９の上部に着脱自在に嵌装された
把持部材６とよりなるものであるから、常時は外套枠の内側に昇降動自在に装着した印字
体ユニット１の印字面が弾発ばね２によって常時は外套枠の脚端よりやや上方に位置され
ていて印字面により他物を汚すおそれがなく、また、捺印時には弾発ばね２の弾発力に抗
して印字体ユニット１を押し下げるだげで捺印できることは従来のこの種の印判と同様で
あるが、例えば、光沢紙に捺印を行なう場合のようにインキの付着量が多いとインキの乾
燥に時間がかかり机上を乾燥させるための捺印書類が占有して仕事ができなくなったり、
捺印を行なった直後に不用意に書類を重ね合わせると、捺印面のインキが重ね合わせた上
側の紙の裏面に付着する裏移りを生じさせたり、紙を束ねて整列させる際、インキがこす
れて捺印が不鮮明になったり、インクの付着量が少なくて、捺印面がかすれて読み難くか
ったりするので、このようなときには、先ず、把持部材６を印材ホルダ５から外して、調
整ノブ１０を露呈させる。
【００２３】
  次に、調整ノブ１０を正回転あるいは逆回転させれば、調整ノブ１０は印材ホルダ５の
ねじ棒８にねじ込まれるかねじ戻されるので、スライド部材９は外套枠３の凹部３１内で
上下スライドすることなり、スライド部材９のフランジ９ｄと外套枠３の凹部３ｂ上端縁
間の間隔は調整され、これにより印字体４ａの出没量は変更され、インキの付着量が調整
されることとなる。
【００２４】
  このとき、調整ノブ１０は３６°間隔で回動されるので、ねじ棒８は０．５ｍｍピッチ
としているため、３６°回動させれば０．０５ｍｍ単位で印面を上下動させ、インキの付
着量を微調整することができる。
【００２５】
  このようにして調整を行なったうえ、把持部材６を印材ホルダ５に係合させれば、調整
ノブ１０のＶ字状凹部に把持部材６の係止片６ｂ、６ｂが係合されるので、調整ノブ１０
は完全に動き止めされることとなる。
【００２６】
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  この状態で捺印を行なってインキの付着量を確かめ、付着量が多すぎたり少なすぎたり
したら、前記と同様にして印面の張出量を変えて調整を行なえばよい。このようにして適
正なインキの付着量が得られれば、たとえ被捺印面が光沢紙であっても、インキの乾燥は
速くなるので、捺印を行なった書類を机上に広げてインキを乾燥させる必要がなくなるの
で、仕事を迅速且つ円滑にこなすことができるものとなる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明の好ましい実施の形態を示す前部縦断断面図である。
【図２】(a) 同じく側部縦断断面図である。    (ｂ)本発明の好ましい他の実施の形態を
示す側部縦断断面図である。
【図３】把持部を外して調整ノブを露呈させた平面図である。
【図４】外套枠の斜視図である。
【図５】スライド部材の斜視図である。
【図６】同じく平面図である。
【図７】ロックリングの平面図である。
【図８】同じく断面図である。
【図９】調整ノブの斜視図である。
【図１０】同じく平面図である。
【図１１】同じく底面図である。
【図１２】同じく断面図である。
【図１３】印材ホルダの斜視図である。
【符号の説明】
【００２８】
  １  印字体ユニット
  ２  弾発ばね
  ３  外套枠
  3a  脚板
  3b  凹部
  3c  筒孔
  3d  透孔
  3e  縦溝
  ４  印材カセット
  4a  印字体
  4b  インキ吸蔵体
  4d  受金  
  4c  横凹溝
  ５  印材ホルダ
  5a  角軸部
  5b  横凸条
  5c  横隆条
  ６  把持部
  6a  レンズ部
  6b  係止片
  6c  押圧片
  6d  保持板
  6e  横溝
  ７  捺印圧調整機構
  ８  ねじ棒
  ９  スライド部材
  9a  半球状の係合用凸部
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  9b  透孔
  9c  縦突条
  9d  フランジ
 10   調整ノブ
 10a  ローレット
 10b  円弧状凹部
 10c  雌ねじ
 10d  矢印表示
 11   節度付与機構
 12   ストッパ
 13   ロックリング
 13a  係止脚
 13b  係止部
 14   印面キャップ
 14a  係止段部
    

【図１】 【図２】
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